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2008公債管理ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
鹿児島県総務部財政課H20.2

「県政刷新大綱－ － （ 策定，一部抜粋）持続可能な行財政構造の確立に向けて 」 H17.3
⑴ 今後，新規に発行する県債を抑制することにより，県債残高とともに，公債費

が増加しないよう管理する方向で取り組む。

⑵ 今後とも，長期にわたって安定的な資金調達を図る。

１．県債残高・公債費抑制への取り組み

（１）県債発行の抑制等
▼ 県債を主な財源とする普通建設事業費全体の水準の見直し

（対前年度当初予算比 ⑱ △ ％，⑲ △ ％，⑳ △ ％）8.7 9.8 3.8
▼ その他の県債についても，県債残高が増えないように発行額を抑制

（単位：億円）〈県債発行額及び県債残高の推移〉

年 度 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

（決算） (３月補正後) （当初）

元金償還額 ( ) 1,115 1,142 1,116A
新規の県債発行額 ( ) 1,102 1,163 1,054B

△ 13 ＋ 21 △ 62県債残高への影響額 (B-A)
年度末県債残高 16,159 16,180 16,118（ ， は見込み）H19 H20

※ H19は国において，地方税の減収に伴う財源不足額を減収補てん債の発行で対応することとされ

たことから，本県も，県債残高が一時的に増嵩する見込み

（２）高利( 以上)の公的資金の繰上償還（ ～ で 億円）6% H19 H21 84.5
（繰上償還額 ⑳ 億円）36.7

２．安定的な資金の調達等

（１）資金調達手段の多様化
（単位：億円）全国型市場公募地方債（個別債・共同債）の積極的活用

年度 全国型（機関投資家向け） 住民参加型 合 計

（ ）個 別 共 同 計 観光かごしまパワーアップ債

H19 100 350 450 20 470
H20 100 350 450 20 470

（２）積極的なＩＲ活動の実施
▼ 市場公募地方債発行団体合同 説明会への参加IR
▼ 機関投資家への個別訪問の実施

▼ ホームページ等を活用した大綱に基づく取組や財政状況等の公表

）（ ） （３ 市場公募地方債の元金満期一括償還に備えた基金積立て ⑳ 49.4 億円

公　債　管　理　の　基　本　方　針
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１．県債残高等の抑制への取り組み
（１）県債（新規発行分）の推移

普通建設事業費の削減等により，新規の県債発行額を抑制

※１ までは決算額（借換債相当分を除く ， は 月補正後予算， は当初予算ベース（一般会計）H18 H19 3 H20）

※２ 県債発行額は，事業繰越との関係で，予算額と決算額とは異なってくる （繰越事業に充当する県債は翌年。

度以降に発行するため（ は 億円の県債繰越が発生 ）H18 125 ）

「事業繰越」－会計年度独立原則の例外として，当該年度の歳出予算（事業）の一部を翌年度以降におい

て執行すること

「臨時財政対策債」－地方交付税の振替として発行する地方債（Ｈ20には，地方税の偏在是正のために措

置される見込みの地方再生対策費 億円を含む）38
H18「退職手当債」－団塊の世代の大量定年退職等に伴う退職手当の大幅な増加に対応するため，10年間（

～ ）の特例措置として発行が認められている地方債27

※ までは決算額， は 月補正後予算， は当初予算ベース（一般会計）H18 H19 3 H20
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（２）公債費の推移

新規の県債発行抑制 → 将来の公債費負担を抑制
ただし，公債費は，当面，現水準で推移

※ までは決算額（借換債相当分を除く ， は 月補正後予算， は当初予算ベース（一般会計）H18 H19 3 H20）

「公債費」－地方公共団体が借り入れた地方債の毎年度の元利償還（返済）金，一時借入金利子及び満期

一括償還方式の県債に係る償還財源積立金の合計

※１ 一般会計に係る県債残高の推移（決算ベース）

※２ （ ）は， 債除きの県債残高に対する交付税措置率（％）NTT

「ＮＴＴ債」－国が地方公共団体や公共的施設を整備する民間事業者等に無利子貸付を行ったもの

で，その元金償還金は，全額が国の 株の売却収入により措置される。NTT
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（３）県債残高の状況

１９年度末に一時的に増加 → 20年度末には再び減少へ

※ 末残高は，減収補てん債の発行（ 億円）により一時的に増加19 56

※ までは決算額， は 月補正後予算， は当初予算ベース（一般会計）H18 H19 3 H20

※１ までは決算， は 月補正後予算， は当初予算ベース（一般会計）H18 H19 3 H20

※２ ， の県債残高は，事業繰越に伴い翌年度に発行する県債繰越を と同額（ 億円）と仮定したH19 H20 H18 125

場合の見込額。

※３ （ ）は，対前年度増減額

県 債 発 行 － 元 金 償 還 ＜ ０ の 場 合 ， 県 債 残 高 は 減 少
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（４）公的資金の繰上償還（借換）

公債費抑制のため，高利の公的資金を低利の民間資金に借り換え

※ 従来，公的資金の繰上償還については，将来の利息に見合う金額を補償金として支払う

ことが条件とされていたが，一定の条件のもとに補償金なしの繰上償還が認められた。

▼ 繰上償還（補償金なし）の条件

H19 21 H20 21 H19 H20・ 対象期間は，財政融資資金： ～ ，簡保資金： ～ ，公庫資金 ～

・ 実質公債費比率による条件

区 分 対 象 資 金

実質公債費比率が ％以上の団体 金利５％以上18

〃 ％以上 ％未満の団体 〃 ６％以上15 18

〃 ％未満で財政が著しく硬直化している団体 〃 ７％以上15

（注）本県の実質公債費比率＝ ％15.2
・ 行政改革・経費節減に関する計画策定と国による承認

本県の場合，金利６％以上の公的資金（財政融資資金，公営企業金融公庫資

金，簡保資金）が繰上償還の対象（⑲２９．１億円，⑳３６．７億円， １８．７億円）

＜ 仮に，対象額（全額）を金利２．５％の民間資金に借り換えると

利払いコストがトータルで約６億円の軽減となる。＞

（単位：百万円）〈公的資金の繰上償還対象額等〉

繰上償還年度 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

資金区分 財政融資 公 庫 財政融資 簡 保 簡 保

年度末 金利７％以上 921 － 104 －
1,987

金利６％以上 － 3,564 － 1,872

残 高 計(対象額) 921 1,987 3,564 104 1,872

今後の支払利息 (Ａ) 101 210 241 6 356

金利 ％で借り換え2.5
35 79 90 1 128た場合の支払利息(Ｂ)

66 131 151 5 228軽 減 額 （Ｂ－Ａ） △ △ △ △ △

約６億円の公債費負担軽減

※ 公庫資金のＨ19繰上償還対象額は，金利6.7％以上
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２．安定的な資金の調達等
（１）県債資金調達の現状

公的資金の減，借換債の増に伴い，民間資金を中心に調達

※ までは決算額， ， は現時点の見込み額（H16までは一般会計，H17からは公債管理特別会計分を含む）H18 H19 H20

※ （ ）は借換債発行額で内数

（２）県債資金調達の考え方

発行時期の平準化・発行年限の多様化
金利動向やキャッシュフローを見極めた機動的な借入

機関投資家等への積極的なＩＲの実施

▼ 発行時期の平準化

→ 年間を通じた資金需要の動向を勘案しながら，市場公募債の活用などにより，

発行時期の平準化を図る。

▼ 発行年限の多様化

→ 債券の需給動向，投資家ニーズ等を踏まえつつ，金利コストや金利変動リスク

を勘案しながら，適切な年限構成により資金調達を行う。

▼ 機動的な借入

→ 金利動向やキャッシュフローの状況を見極めた機動的な資金調達（銀行等引受

資金）により，公債費負担の軽減を図る。

▼ 積極的なＩＲの実施

→ 県政刷新大綱に基づく行財政構造改革の着実な成果等を機関投資家へ十分説

することにより，本県地方債に対する信認の維持・向上を図る。
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（３）資金調達手段の多様化

各資金の特色を踏まえたバランスのよい資金調達を実施

長期的・安定的な資金である市場公募地方債を積極的に活用

（単位：億円）○ 市場公募地方債の発行額

全 国 型（機関投資家向け） 住民参加型

年 度 個 別 共 同 合 計観光かごしまパワーアップ債

５年債 年債 ５年債(予定) 10
１００ ３５０ ２０ ４７０H19
１００ ３５０ ２０ ４７０H20

※ Ｈ 観光かごしまパワーアップ債は 月発行予定20 11

地方債資金の区分

住 民 参 加 型

特定資金

銀行等引受資金

個別発行分

共同発行分

市場公募資金民間等資金

銀行等引受資金

共済等引受資金

国の予算及び政府関係機関等の貸付金

地方債資金
（国内資金）

財政融資資金

全 国 型
市場公募地方債

公営企業金融公庫資金
（H20.10から地方公営企業等金融機構資金)

＜政府資金＞
＜公的資金＞

※「郵政公社資金」は，郵政公社の民
営化に伴いH１９から廃止

※「公営企業金融公庫」はH20.9に廃
止され，H20.10に地方公共団体が共
同して新組する「地方公営企業等金
融機構」が発足し，業務を引き継ぐ
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各資金の特色

発行 利率の
区 分 発行年限 償還方法 対 象 事 業

方式 設 定

， ，選択 一般公共 公営住宅

５～30年 ①固定金利 災害復旧，義務教育

， ，政 府 資 金 証書 超長期（20年 元利均等 方式 施設 社会福祉施設

～)が中心 ②利率見直 その他

公 し方式

的

資

金 公 営 企 業 選択

金 融 公 庫 ５～28年 ①固定金利 水道，交通，病院，

資 金 証書 超長期（20年 元利均等 方式 下水道，公営住宅，

～）が中心 ②利率見直 臨時地方道整備，(H20.10～地方公

し方式 その他営企業等金融機

構資金)

全国型市場 10年及び５年

証券 （一部で超長 満期一括 固定金利方式

市 公募地方債 期20年又は30

場 年）

公

募 地方公共団体の任意

民 資 （償還期間によって

間 金 住民参加型 ５年等の中期 は借換が必要となる

等 市場公募地 証券 が中心 満期一括 固定金利方式 場合がある ）。

資 方債

金

銀行等引受 証券 10年が中心 元金均等 地方公共団体

資 金 証書 満期一括 の任意

等

※ 地方債のあらまし（地方債制度研究会編）を基に加筆修正
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（４）県債残高の状況（借入先別，利率別）

(⑯1.82%→⑰⑱1.71%)低金利の影響等により，加重平均利率は低下

借入先別県債残高の状況

利率別県債残高の状況
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（５）金利の高い県債の状況

高金利の公的資金の借換等により，６％以上の県債は激減
20 18 166 26※ Ｈ 末における金利６％以上の県債の残高は，Ｈ 末の 億円から

億円へ，８割以上減少

※　借入利率  6％  以上の県債（一般会計）

借入利率 資金区分 借入額 借入年度 終償還年度
Ｈ１8末
残高

Ｈ１9末
残高見込

Ｈ20末
残高見込

繰上償
還

（予定）

財政融資資金 128 S57 H19 11 0 －

簡  保  資  金 1,182 S57 H19 103 0 －

100 S56 H19 2 0 －

100 S57 H20 7 2 0

7.2% 財政融資資金 3,900 H2 H22 1,223 0 － H20.3

財政融資資金 103 S59 H21 25 0 － H20.3

1,198 S58 H20 198 103 0 H20.9

411 S59 H21 99 68 0 H20.9

共済等引受資金 125 S58 H21 14 9 3

6.9% 財政融資資金 1,111 H2 H22 343 253 0 H21.3

6.85% 公  庫  資  金 1,573 H1 H21 315 0 － H20.3

簡  保  資  金 678 S60 H22 184 135 84 H22.3

公  庫  資  金 3,969 H1 H21 794 0 － H20.3

6.75% 公  庫  資  金 1,650 H2 H22 440 0 － H20.3

財政融資資金 13,369 H1 H21 3,559 0 － H21.3

1,079 H1 H21 287 198 103

2,264 H1 H26 1,213 1,093 966 H22.3

公  庫  資  金 4,590 H2 H22 1,224 0 － H20.3

財政融資資金 9,725 H2 H22 3,328 2,576 0 H21.3

742 H2 H22 320 140 97 H22.3

1,642 H2 H27 956 874 789 H22.3

共済等引受資金 25 S59 H22 4 3 2

6.4% 共済等引受資金 307 H2 H28 132 118 104

6.3% 簡  保  資  金 252 H3 H28 151 139 126 H22.3

財政融資資金 3,948 H1 H21 1,023 703 0 H21.3

63 S60 H22 13 10 7

209 H1 H27 81 71 62

財政融資資金 47 S60 H22 14 11 0 H21.3

953 S60 H22 277 214 147 H22.3

987 H1 H22 286 222 152 H22.3

合　計 56,430 16,626 6,942 2,642

6.6%

6.05%

6.2%

共済等引受資金

簡  保  資  金

簡  保  資  金

簡  保  資  金

共済等引受資金

簡  保  資  金

（単位：百万円）

6.8%

6.7%

7.3％

7.1％
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（６）満期一括償還に備えた基金積立

市場公募地方債 の償還財源として，毎年度，（満期一括償還方式）

ルールどおりに基金積立を実施

（⑱13.3億円，⑲33.8億円，⑳49.4億円）

実質公債費比率等の財政指標が高くならないよう管理
（実質公債費比率 ⑱ ，⑲ ％）15.9% 15.2

○ 市場公募地方債の満期一括償還に備えた基金積立
（単位：億円）

区 分 発行額 ⑱積立額 ⑲積立額 ⑳積立額 合 計

17 400 13.3 13.3 13.3 39.9Ｈ 債

18 570 20.5 20.5 41.0Ｈ 債 －

19 470 15.6 15.6Ｈ 債 －

1,440 13.3 33.8 49.4 96.5合 計

＜（参 考） 発行額３００億円（許可年限30年）と仮定した場合

（毎年度１０億円ずつ積立，２回借換） ＞

　 　 ※ 　 1 1 年 目 以 降 も 同 様 に ， 毎 年 度 1 0 億 円 ず つ 積 立 て て ， 1 0 年 目 に 全 額 取 り 崩 す 。

1 0
2 0

3 0
4 0

5 0
6 0

7 0
8 0

9 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

1 年 目 2 年 目 3 年 目 4 年 目 5 年 目 6 年 目 7 年 目 8 年 目 9 年 目 1 0 年 目

単 年 度 積 立 額

積 立 累 計 額

（ 億 円 ）

⑩
年
目
に
百
億
円
取
崩
し

満 期 一 括 償 還 の た め の 償 還 財 源 積 立

※  3 0 0 億 円 / 3 0 年 ＝ 1 0 億 円

3 0 0

2 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0
0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

新 規 発 行 時 1 0 年 目 2 0 年 目 3 0 年 目

県 債 管 理 基 金 取 崩 額

借 換 債 発 行 額

（ 億 円 ）

新
規
発
行

県
債
発
行
額

（
償
還
額

）

満 期 一 括 償 還 方 式 の 償 還 方 法 等

償 還 額 3 0 0

償 還 額 2 0 0

償 還 額 1 0 0
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（７）県債（地方債）の償還確実性（安全性）

地方債の元利金は，以下の仕組みのもと確実に償還され，

ＢＩＳ規制（※）におけるリスクウェイト０％

BIS BIS Bank※ 規制－国際業務を行う銀行の自己資本比率に関する国際統一基準（ ：国際決済銀行（

）for International Settlements）

 １　地方債の元利償還に要する財源の確保

○　自らの課税権に基づいて地方税収入を確保

○　地方財政計画の歳出に公債費（地方債の元利償還金）を計上

○　公債費を含めた歳出総額と歳入総額が均衡するよう地方交付税の総額を確保

○　地方交付税の算定において，標準的な財政需要額（基準財政需要額）に地方債の

　元利償還金の一部を算入

地方債の元利償還に必要な財源を国が保障

 ２　地方債の借入れ時の措置＝早期是正措置としての起債許可制度

〔起債許可を要する団体〕

○　実質公債費比率が高い地方公共団体

○　実質赤字額が一定以上である地方公共団体

個々の地方公共団体が地方債の元利償還に支障を来さないよう，早期是正措置と

して，財政状況の悪化している団体については，起債許可を要することとした上で，

財政状況に応じて地方債の発行を事前に制限

 ３　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（H19.6成立）

○　財政状況を判断するためのフロー・ストックに係る指標の整備と情報開示の徹底

○　財政の早期是正や再生スキームの構築　等

財政再生段階においては，国の関与による確実な再生を図る

都道府県の場合，実質赤字額が標準財政規
模の2.5%以上 （本県の場合，１００億円程度）

実質公債費比率が18%以上は許可を要する
（本県は，１５．２%（H18））

財政指標の公表は１９年度決算から，計画策
定の義務づけは２０年度決算から適用
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（８）地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要

地方公共団体の早期健全化・早期再生のための法整備

◆　健全化判断比率（都道府県）

は健全段階 は早期健全化段階 は再生段階

＊１　①～④の指標のいずれかが早期健全化基準（α）以上の団体は，早期健全化団体となる。
＊２　①～③の指標のいずれかが財政再生基準（β）以上の団体は，財政再生団体となる。

◆　各段階における対応

◆　早期健全化団体・再生団体の計画目標

①

②～④

①

②～④

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

0%

財政悪化

早期

早期健全化基準＝α 財政再生基準＝β

 早期健全化団体の計画目標

健全段階 早期健全化段階 再生段階

指標の整備と情報
開示の徹底

 再生団体の計画目標
　　・①は均衡する（０％）こと
　　・②～④はαを下回ること

健全化
団体

　　・①は均衡する（０％）こと
　　・②～④はαを下回ること

○財政再生計画の策
定（議決），外部監査の
要求の義務づけ
○財政再生計画は，総
務大臣に協議し，同意
を求めることができる
○財政運営が計画に
適合しないと認められ
る場合等については，
予算の変更等を勧告

再生団体

①：実質赤字比率　　　②：連結実質赤字比率
③：実質公債費比率　 ④：将来負担比率

0 α β

自主的な改善努力
による財政健全化

段階に応じた対応

国等の関与による
確実な再生

○各指標について，監
査委員の審査に付し
議会に報告し公表

○財政健全化計画の
策定（議決），外部監査
の要求の義務づけ
○実施状況を毎年度
議会に報告し公表
○早期健全化が著しく
困難と認められるとき
は，総務大臣が必要な
勧告

0 α β

＊３　再生段階において，財政再生計画に係る総務大臣の同意がある場合は，計画期間内を償還年限とする
　　　地方債（再生振替特例債）の起債が可能

＊４　再生段階において，財政再生計画に係る総務大臣の同意がない場合は，災害復旧事業等を除き地方債
　　　の起債を制限

3.75%

8.75%

25%

5%

35%

15%

400%
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【健全化判断比率の概要】

実 実

質 連

地 一 般 会 計 普 通 会 計 赤 結 質 将

方 字 実

公 比 質 公 来

共 率 赤

団 字 債 負

体 特 別 会 計 比

率 費 担

うち公営 公営事業会計

企業会計 比 比

率 率

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

一般会計等の実質赤字
＝Ⅰ実質赤字比率

標準財政規模

（趣旨）一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字額
＝Ⅱ連結実質赤字比率

標準財政規模

（趣旨）全会計を対象とした実質赤字(又は資金の不足額)の標準財政規模に対する比率

（元利償還金＋準元利償還金）－

（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
の 3ヵ年平均Ⅲ実質公債費比率＝

標準財政規模－

（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

（趣旨）一般会計等が負担する元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率

将来負担額－

（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
＝Ⅳ将来負担比率

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

（趣旨）一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率


	20digest.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




